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● 

日
本
政
府
が
「
日
本
国
憲
法
の
理
念
」
を

生
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
上
侵
攻
と
空

爆
の
即
時
停
止
と
平
和
的
解
決
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者	

須
高
平
和
委
員
会

　
　
　
　
　

事
務
局
担
当　

永
井
光
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
名

採
決
結
果	

趣
旨
了
承
（
総
務
文
教
委
員
会
）

陳
情
陳
情				

・
意
見
書

・
意
見
書

《
議
員
提
出
》

●    

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

紛
争
の
平
和
的
解
決
に
全
力
を
尽
く
す
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

採
決
結
果	

可
決

要
旨日

本
政
府
に
お
い
て
は
国
際
社
会
の
先
頭

に
立
ち
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
。

１  

イ
ス
ラ
エ
ル
の
空
爆
と
地
上
侵
攻
の
即

時
停
止

２  

ハ
マ
ス
が
拘
束
し
て
い
る
人
質
全
員
の

即
時
解
放

３  

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
支
援
物
資
の

供
給

★ 
�

可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会
や
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、

宮
本
泰
也
議
員
ほ
か
１
名

か
ら
市
長
へ
の
不
信
任
決

議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
長

選
を
巡
り
、
三
木
市
長
が

議
長
、
一
部
議
員
等
に
引

退
の
意
向
を
伝
え
て
か
ら

３
日
後
に
出
馬
を
表
明
す

る
に
至
っ
た
経
緯
等
に
問

題
が
あ
り
、
方
針
転
換
は

「
議
長
に
大
変
失
礼
で
あ

る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の

裏
切
り
行
為
で
あ
り
到
底

許
さ
れ
な
い
」
と
の
理
由

を
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
決
議
案
に
賛

成
、
反
対
の
立
場
で
討
論

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
賛

成
少
数
で
否
決
し
た
。

（
議
員
20
人
の
う
ち
退
席

者
６
人
を
除
く
14
人
で
無

記
名
投
票
し
、
賛
成
３
人
、

反
対
10
人
、
無
効
１
人
）

市長の不信任決議案市長の不信任決議案
賛成少数で否決賛成少数で否決

月12
定例会

　
定
例
会
で
は
、
23
年
度
補
正
予
算
案
９
件
、

条
例
案
な
ど
13
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
意
見
書
１
件
を

可
決
し
、
決
議
１
件
を
否
決
し
た
。

賛
成

反
対

今
回
の
市
長
選
挙
を
め
ぐ

る
三
木
市
長
の
数
々
の
言
動

に
は
、
ご
く
少
数
の
議
員
ば

か
り
で
な
く
、
多
く
の
関
係

者
が
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。

結
果
的
に
は
様
々
な
関
係
者

の
信
頼
関
係
を
著
し
く
損
ね

た
と
、
だ
れ
も
が
思
っ
て
い

る
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
た
「
一
部
市
議
会
議
員

の
視
野
の
狭
さ
、
理
念
の
低

さ
が
課
題
」
と
言
う
考
え
は
、

議
会
や
議
員
を
何
と
も
思
っ

て
い
な
い
こ
と
の
表
れ
で
、

こ
の
よ
う
な
思
い
あ
が
っ
た

姿
勢
を
許
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

市
長
が
次
の
選
挙
に
出
る

か
否
か
は
個
人
の
自
由
。
な

ぜ
議
長
や
数
人
の
議
員
が
執

拗
に
問
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

市
長
を
下
ろ
し
て
自
分
が
出

た
か
っ
た
の
か
。
選
挙
に
出

た
け
れ
ば
出
れ
ば
良
い
だ
け
。

市
長
室
と
い
う
密
室
で
の
や

り
取
り
が
良
い
の
か
も
疑
問
。

今
回
の
議
長
た
ち
の
行
動

に
市
民
意
向
は
全
く
な
い
。

関
知
し
て
い
な
い
議
員
に
と

っ
て
は
迷
惑
で
し
か
な
い
。

こ
れ
は
議
会
で
問
う
問
題
で

は
な
い
。

よ
っ
て
決
議
案
に
反
対
す

る
。

討
論
　
市
長
不
信
任
案
に

岩
田
　
修
二

石
合
　
敬

分
科
会

審
査
結
果

一
般
質
問

委
員
会

議
案
審
議
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須
坂
市
美
術
館
等
文
化
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

須
坂
ア
ー
ト
パ
ー
ク

内
に
イ
ベ
ン
ト
広
場
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

指
定
管
理
者
の
人
的
配
置

や
指
定
管
理
料
は
ど
う
な

る
の
か
。

Ａ　

イ
ベ
ン
ト
広
場
は
ア

ー
ト
パ
ー
ク
と
一
体
で
活

用
す
る
た
め
、
世
界
の
民

俗
人
形
博
物
館
及
び
版
画

美
術
館
の
職
員
が
一
括
で

管
理
す
る
。
新
た
に
ト
イ

レ
も
整
備
さ
れ
、
光
熱
水

費
や
管
理
費
用
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
指
定
管
理
料

の
増
額
も
検
討
す
る
。

　
︽
全
会
一
致
で
可
決
︾

須
坂
市
公
民
館
条
例
及
び

臥
竜
山
公
会
堂
条
例
改
正

Ｑ　

使
用
時
間
の
区
分
の

変
更
に
伴
い
、
料
金
は
変

わ
る
の
か
。

Ａ　

現
行
の
使
用
区
分
で

１
時
間
当
た
り
の
料
金
を

計
算
し
た
場
合
に
、
一
番

安
い
料
金
と
な
る
よ
う
に

設
定
し
た
た
め
、
使
用
料

の
増
額
は
な
い
。 

Ｑ　
施
行
日
が
複
数
に
分

か
れ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ　
須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
臥
竜
公
園
を
南
部
地
域

公
民
館
の
施
設
か
ら
臥
竜

山
公
会
堂
の
施
設
に
変
更

す
る
改
正
と
、
使
用
時
間

の
区
分
を
改
め
る
内
容
は

早
期
に
実
施
し
た
い
た
め

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

使
用
者
が
営
利
目
的
の
場

合
や
市
外
の
者
が
使
用
す

る
場
合
の
使
用
料
を
増
徴

す
る
改
正
は
、
現
在
の
使

用
料
よ
り
も
増
額
と
な
る

者
が
で
る
こ
と
か
ら
、
周

知
期
間
を
設
け
た
い
た
め
、

３
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
《
全
会
一
致
で
可
決
》

Ｑ　

健
康
保
険
証
の
原
則

廃
止
に
伴
う
改
正
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
ず

資
格
確
認
書
し
か
持
っ
て

い
な
い
方
は
、
福
祉
医
療

を
利
用
す
る
際
に
不
利
益

は
な
い
か
。

Ａ　

こ
の
改
正
に
よ
り
、

本
人
の
了
解
を
得
た
上
で

健
康
保
険
の
資
格
情
報
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
、
不
利
益
は
な
い
。

　
《
全
会
一
致
で
可
決
》

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与

に
関
す
る
条
例
改
正

Ｑ　

消
防
団
に
新
た
に
女

性
部
が
設
置
さ
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
部
長
の
任
期

や
職
務
は
。

Ａ　

任
期
は
２
年
。
女
性

消
防
団
員
が
活
躍
で
き
る

場
を
整
え
、
女
性
や
若
者

の
入
団
の
促
進
を
図
る
方

針
だ
が
、
具
体
的
な
活
動

内
容
は
国
の
モ
デ
ル
事
業

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

来
年
度
以
降
整
え
て
い
き

た
い
。

　
《
全
会
一
致
で
可
決
》

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

Ｑ　

出
産
を
す
る
被
保
険

者
に
つ
い
て
、
産
前
産
後

期
間
の
保
険
料
の
免
除
措

置
が
新
設
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
免
除
額
に
対
す

る
国
・
県
の
交
付
金
は
あ

る
の
か
。

Ａ　

国
が
２
分
の
１
、
市

と
県
で
そ
れ
ぞ
れ
４
分
の

１
ず
つ
を
負
担
す
る
。

Ｑ　

申
請
し
た
人
の
み
が

対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ　

遡
っ
て
の
申
請
も
可

能
。
状
況
を
調
査
し
、
申

請
漏
れ
の
場
合
は
申
請
を

促
す
。

　
︽
全
会
一
致
で
可
決
︾

Ｑ　

温
泉
ス
タ
ン
ド
の
一

般
利
用
は
少
な
く
、
施
設

が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め

廃
止
し
、
他
の
施
設
で
利

用
す
る
場
合
の
み
供
給
す

る
と
の
説
明
だ
が
、
そ
の

影
響
は
。

Ａ　

一
般
利
用
は
で
き
な

く
な
る
が
、
現
在
も
温
泉

を
供
給
し
て
い
る
他
の
施

設
に
対
し
て
は
、
引
き
続

き
供
給
す
る
た
め
、
影
響

は
な
い
。

Ｑ　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

を
廃
止
し
、
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
や
イ
ベ
ン
ト
等
自
由
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
草
刈
り

等
の
管
理
は
必
要
に
な
る
。

新
た
な
費
用
負
担
を
せ
ず
、

指
定
管
理
者
に
行
っ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

新
た
な
費
用
負
担
は

せ
ず
、
指
定
管
理
者
に
お

い
て
、
引
き
続
き
管
理
し

て
も
ら
う
。

　

《
全
会
一
致
で
可
決
》

峰
の
原
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
指
定
管

理
者
の
指
定

Ｑ　

今
年
度
の
利
用
者
数

は
１
万
８
５
０
０
人
と
の

説
明
が
あ
っ
た
が
、
利
益

な
ど
運
営
状
況
は
。

Ａ　

利
用
者
数
は
、
コ
ロ

ナ
以
前
の
状
況
に
戻
っ
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、
芝

に
散
布
す
る
肥
料
な
ど
管

理
経
費
が
か
さ
み
苦
し
い

状
況
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
状
で
は
、
指
定
管
理
委

託
料
の
中
で
運
営
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　

《
全
会
一
致
で
可
決
》

経済建設
温
泉
ス
タ
ン
ド
及
び

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

廃
止

 

委
員
長

 

酒
井
和
裕

 

副
委
員
長

 

西
脇　

隆

 

委
員

 

荒
井　

敏

 

堀
内
章
一

 

中
島
義
浩

 

石
合　

敬

福祉環境
文
化
事
業
振
興
団
が

指
定
管
理
者
を
継
続

 

委
員
長

 

荒
井
一
彦

 

副
委
員
長

 

浅
野
隆
義

 

委
員

 

野
崎
天
馬

 

宮
本
泰
也

 

竹
内　

勉

 

霜
田　

剛

総務文教
健
康
保
険
証
の
廃
止
に

対
応
す
る
た
め
の
条
例

改
正

 

委
員
長

 

牧　

重
信

 

副
委
員
長

 

山
崎
永
一

 

委
員

 

早
川
航
紀

 

久
保
田
克
彦

 

岡
田
宗
之

 

水
越
正
和

 

岩
田
修
二

須坂市民ギャラリー臥竜公園を
現地調査

温泉スタンドを現地調査

審
査
結
果

議
案
審
議

一
般
質
問

分
科
会

委
員
会
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地
域
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
導

入
の
再
検
討　
　
　
　
　

　
　
　
　
△
２
４
４
万
円

Ｑ　

今
年
度
の
導
入
を
見

直
し
、
ゼ
ロ
か
ら
再
構
築

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

既
に
ア
プ
リ
は
作
ら
れ
て

お
り
、
運
用
せ
ず
と
も
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か

る
の
で
は
。

Ａ　

一
度
消
去
す
る
と
再

設
定
の
際
に
か
な
り
の
金

額
が
か
か
る
た
め
残
し
は

す
る
が
、
使
用
料
の
減
額

は
業
者
に
依
頼
し
年
間
26

万
円
ほ
ど
に
な
る
予
定
。

産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
報
酬

　
　
　
　
△
１
４
４
万
円

Ｑ　

１
名
が
退
職
と
の
こ

と
だ
が
、
後
任
は
決
ま
っ

て
い
る
か
。
ま
た
退
職
に

よ
る
影
響
は
。

Ａ　

昨
年
度
、
県
外
へ
の

販
路
開
拓
と
Ｐ
Ｒ
で
１
名

増
員
し
た
が
、
他
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
体
調
を
崩
し

退
職
と
な
っ
た
。
現
在
は

従
来
ど
お
り
４
名
体
制
で
、

産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
報
酬
、
日
数
等
も
調
整

し
、
対
応
し
て
お
り
、
大

勢
に
影
響
は
な
い
。

峰
の
原
地
区
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
整
備

事
業
補
助
金　
　
　
　
　

　
　
　
△
３
１
１
０
万
円

Ｑ　

減
額
し
て
い
る
が
、

実
施
予
定
だ
っ
た
事
業
は

何
か
。

Ａ　

主
に
ス
キ
ー
場
の
整

備
で
あ
り
、
辺
地
債
が
減

額
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の

範
囲
で
で
き
る
事
業
で
優

先
順
位
を
決
め
た
い
。
今

回
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ト
イ

レ
を
洋
式
に
す
る
予
定
で

あ
っ
た
。

イ
ヌ
ワ
シ
獣
舎
の
事
業
費

　
　
　
△
１
５
４
０
万
円

Q　

建
設
を
来
年
度
に
見

送
る
と
の
こ
と
だ
が
、
事

業
の
見
込
額
は
。

Ａ　

３
８
０
０
万
円
ほ
ど
。

Ｑ　

今
年
の
予
定
価
格
よ

り
２
倍
以
上
に
増
え
て
い

る
。
仕
様
が
変
わ
る
な
ら

わ
か
る
が
、
見
積
が
甘
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

物
価
高
騰
の
ほ
か
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

を
実
施
す
る
た
め
、
仕
様

も
変
更
と
な
る
。
見
積
が

甘
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

学
校
給
食
費
、
児
童
生

徒
１
人
あ
た
り
４
万
円

分
を
公
費
負
担

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
方
法

で
実
施
す
る
の
か
。

Ａ　

国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
準
備
が
整
い
次

第
給
食
費
の
還
付
を
行

う
。
徴
収
は
止
め
ず
に

通
常
ど
お
り
す
す
め
る
。

私
立
保
育
所
・
幼
稚
園

等
の
運
営
費
負
担
金　
　

　
１
億
３
８
９
６
万
円

Ｑ　

保
育
士
の
処
遇
改

善
に
よ
る
増
額
補
正
と

の
こ
と
だ
が
、
保
育
士

の
給
与
が
上
が
る
と
い

う
こ
と
な
の
か
。

Ａ　

人
件
費
、
事
業
費

に
充
て
る
た
め
の
公
定

価
格
改
定
に
伴
う
増
額
。

処
遇
改
善
の
た
め
で
あ

る
が
、
具
体
的
に
そ
の

う
ち
ど
れ
く
ら
い
が
給

与
に
反
映
す
る
か
は
わ

か
ら
な
い
。

職
員
人
件
費　
　
　
　

　
　
　
４
８
４
５
万
円

Ｑ　

正
規
職
員
は
４
月

ま
で
遡
っ
て
支
給
さ
れ

る
が
、
会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て
は
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
生
活

実
態
等
を
考
慮
し
、
同

等
の
対
応
を
す
べ
き
で

は
。

Ａ　

来
年
度
と
な
る
が
、

給
料
表
や
勤
勉
手
当
な

ど
待
遇
改
善
を
進
め
て

い
く
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会 

で
決
定
し
た
要
望
事
項 

給
与
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
非
正
規
職
員
も
正

規
職
員
同
様
の
遡
及
改

定
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
︽
全
会
一
致
︾

支
援
費
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
１
億
１
８
３
９
万
円 

Ｑ　

増
額
補
正
の
要
因
は
。  

Ａ　

児
童
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

発
達
特
性
の
早
期
発
見
や
、

近
年
の
共
働
き
世
帯
増
加
に

よ
り
児
童
通
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が
増
加
し
、
成
人
の

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
通
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
た

め
。

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　

          

１
９
７
万
円

Ｑ　

補
助
金
の
内
訳
は
。

Ａ　

小
規
模
多
機
能
居
宅
介

護
事
業
所
の
施
設
整
備
分
３

０
０
万
円
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
の
開
設

準
備
分
45
万
円
な
ど
で
、
県

の
補
助
単
価
改
定
に
よ
り
増

額
と
な
る
。

福
祉
医
療
費
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　
３
６
７
０
万
円

Ｑ　

増
額
補
正
の
要
因
は
。

Ａ　

６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
や
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
が
乳
幼
児
等
で
流

行
し
医
療
費
の
支
給
が
増
加

し
た
た
め
。

臥
竜
山
公
会
堂
管
理
事
業　

　
　
　
　
　
　
２
９
３
万
円

Ｑ　

机
、
椅
子
等
の
使
用
方

法
は
。

Ａ　

和
室
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

敷
き
、
そ
の
上
に
配
置
し
て

使
用
す
る
。

教
育
・
子
育
て
・
職
員
人
件
費

産
業
振
興
・
観
光

福
祉
・
健
康
・
生
涯
学
習

補
正
予
算
に
関
す
る
審
査

2 0 2 3
年 度

臥竜山公会堂を現地調査

須坂市動物園のイヌワシ

※千円単位 四捨五入

議
案
審
議

審
査
結
果

一
般
質
問

委
員
会

分
科
会
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※6~18ページのQRコードで一般質問の録画映像が視聴できます

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

宮本　泰也 	 	P6
	● 三木正夫市長の６選への対応
	● 区役員等と共創のまちづくり

荒井　敏 	 	P7
	● 臥竜公園周辺の問題点と展望
	● 教職員不足を解消するには
	● 熊対策

岡田　宗之 	 	P8
	● 人材の活用
	● 有害鳥獣対策
	● 感染症対策

浅野　隆義 	 	P9
	● 民生児童委員
	● 未来を創造する学習

早川　航紀 	 	P10
	● デジタル化によるDX推進
	● 情報発信体制
	● 臥竜公園と百々川緑地、アート	
パークなどの活用

酒井　和裕 	 	P11
	● 教育行政問題
	● 地域公共交通

野崎　天馬 	 	P12
	● 須坂市のスポーツイベント
	● 中学生の部活動

水越　正和 	 	P13
	● 草刈機による除草作業中、石はね	
による車両損傷事故が頻発した件
	● 不便な歩道の改修はどの程度考	
えているのか

岩田　修二 	 	P14
	● 立地適正化計画
	● 人事行政
	● 新年度予算編成に向けた基本方針

竹内　勉 	 	P15
	● 第９期介護保険制度、介護保険	
料引き下げとサービス向上を
	● 聴覚障害・難聴者支援の拡充で	
社会参加の後押しを

山崎　永一 	 	P16
	● 米子大瀑布の今後の活用
	● 重要伝統的建造物群保存地区	
（重伝建）

久保田　克彦 	 	P17
	● 国民健康保険税の負担軽減で、	
命と暮らしを守る市政を
	● 子どもたちを中心に保護者・	
教職員・地域の共同の力でゆ	
とりと希望の学校を

石合　敬 	 	P18
	● 須坂市の美術・芸術振興施策
	● 須坂市所有の美術品の活用・	
修復状況

一 般 質 問 全 項 目

本
定
例
会
で
は
、

本
定
例
会
で
は
、
1111
月月
2828

日
か
ら

日
か
ら
1212
月月
11
日
ま
で
の

日
ま
で
の

４
日
間
、

４
日
間
、
1313
人
の
議
員
が

人
の
議
員
が

質
問
し
ま
し
た
。
掲
載
は

質
問
し
ま
し
た
。
掲
載
は

質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。 市

政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問

文芸協のご協力により議場が華やかに

一
般
質
問

d02983
6-18



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
62024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日　第 177 号

三木市長の 6 選へ
の対応

 区役員等と共創
のまちづくり

議長を巻き込んだ三木
市長の６選出馬経過は
市民への裏切り行為 !?

市
長
選
に
関
す
る
懇
談
の
経
緯
は
事
実
か

答
え
は
控
え
る

宮本 泰也 議員

問　

９
月
22
日
に
市
応
接

室
で
中
島
元
議
長
等
と
の

懇
談
で
市
長
が
「
私
は
も

う
出
な
い
か
ら
誰
か
候
補

者
い
ま
せ
ん
か
」
と
の
発

言
が
出
発
点
で
、
副
市
長

の
人
事
案
件
も
出
た
と
の

話
は
事
実
か
。

市
長　

中
島
議
員
と
お
話

し
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

極
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

こ
と
な
の
で
、
答
え
は
控

え
る
。

問　

11
月
14
日
に
市
応
接

室
で
、
浅
井
議
長
、
中
島

元
議
長
と
副
市
長
も
同
席

の
中
で
、
出
な
い
と
約
束

し
た
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

市
長　

全
く
先
ほ
ど
の
答

弁
と
同
じ
。

問　

現
職
の
議
長
を
巻
き

込
ん
で
、
浅
井
議
長
に
電

話
し
て
「
私
が
出
ま
す
」

こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
い
の
か
。
結
果
的
に
見

れ
ば
、
市
長
は
初
め
か
ら

出
る
つ
も
り
で
先
送
り
し

て
い
た
と
し
か
思
え
な
い
。

市
長　

臆
測
に
基
づ
く
質

問
は
差
し
控
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
こ
の
場
で
は
、

話
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

問　

信
毎
の
記
事
に
書
い

て
あ
る
こ
と
だ
。
議
長
は

二
元
代
表
制
の
ト
ッ
プ
で

あ
り
、
市
民
へ
の
裏
切
り

だ
。
そ
こ
ま
で
し
て
、
市

長
に
な
り
た
い
の
か
。
信

頼
で
き
な
い
。

市
長　

こ
こ
で
は
話
せ
な

い
。

問　

11
月
18
日
付
信
毎
の

記
事
の
見
解
と
、
こ
こ
ま

で
引
き
延
ば
し
た
理
由
は
。

市
長　
引
き
延
ば
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
前
回
同
様

の
時
期
だ
。
私
が
立
候
補

し
な
い
こ
と
を
話
し
た
方

は
、
後
援
会
幹
部
は
１
人
。

議
員
は
ご
く
ご
く
少
数
の

２
人
だ
け
。
出
馬
理
由
は
、

市
民
、
若
手
グ
ル
ー
プ
、

経
営
者
な
ど
か
ら
の
出
馬

要
請
。
経
験
と
国
県
等
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
す
べ
き
こ
と
。
高
校
再

編
だ
。

区
役
員
等
の
な
り
手
不
足

問　

共
同
募
金
な
ど
も
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
組
織

の
在
り
方
と
、
市
か
ら
区

へ
の
業
務
の
見
直
し
の
考

え
は
。

市
民
環
境
部
長　

こ
れ
ま

で
も
区
長
会
と
市
長
の
意

見
交
換
会
な
ど
で
、
区
の

負
担
軽
減
を
進
め
て
き
た

が
、
一
層
の
負
担
軽
減
に

取
り
組
む
。
募
金
方
法
も

多
様
に
な
っ
て
い
る
。
方

法
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
く
。

問　

コ
ロ
ナ
の
第
５
類
化

に
伴
い
、
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
市
等
か
ら
の
配
布

物
が
増
え
て
い
る
。
区
業

務
の
見
直
し
の
考
え
は
。

市
民
環
境
部
長　

公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
を
拡
充
し
、

市
か
ら
の
配
布
物
が
閲
覧

で
き
る
リ
ン
ク
表
示
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
わ
か
り

や
す
い
画
面
表
示
に
見
直

し
、
配
布
物
削
減
に
努
め

る
。

望まれる区負担の軽減化（区長等へ送付する配布物の棚）

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議

委
員
会



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
7 第 177 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日

熊対策

教職員不足の解消 臥竜公園周辺の
問題点と展望

大笹街道と谷街道の
交差点を中心に、重伝
建に選定されそうです。
素晴らしい町並みに

臥
竜
公
園
周
辺
の
問
題

問　

臥
竜
公
園
の
営
業
店

舗
の
う
ち
、
ボ
ー
ト
小
屋

前
の
３
店
舗
は
桜
の
時
期

だ
け
し
か
営
業
し
て
い
な

い
。
ボ
ー
ト
も
５
月
の
連

休
か
ら
11
月
６
日
ま
で
は

土
日
し
か
営
業
し
て
い
な

い
。
寂
れ
た
観
光
地
の
よ

う
に
見
え
る
の
で
、
も
っ

と
店
を
開
く
よ
う
強
く
申

し
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。　

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

臥
竜
公
園
商
店
会
の
皆
様

と
の
懇
談
会
で
、
閑
散
期

の
営
業
に
つ
い
て
強
く
お

願
い
し
て
い
く
。
ボ
ー
ト

は
、
現
状
の
と
お
り
営
業

し
て
い
く
。　

問　

動
物
園
の
獣
医
師
が

会
計
年
度
任
用
職
員
で
雇

用
さ
れ
て
い
る
が
、
獣
医

の
資
格
の
あ
る
方
が
、
非

正
規
職
員
で
は
お
か
し
い
。

正
規
職
員
で
雇
用
す
べ
き

だ
。

副
市
長　

獣
医
師
の
正
規

化
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
く
。　

問　

百
々
川
緑
地
に
距
離

標
を
付
け
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

検
討
す
る
。

問　

百
々
川
緑
地
は
散
歩

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
方

が
多
い
。
ト
イ
レ
は
上
流

部
に
は
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
横
、
県
民
運
動

場
横
、
動
物
園
南
園
角
、

野
球
場
と
４
カ
所
も
あ
る

が
、
そ
の
下
流
部
約
１
３

０
０
ｍ
に
は
全
く
な
い
。

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の
河
川
敷

駐
車
場
入
り
口
の
屋
部
町

育
成
広
場
辺
り
に
、
ト
イ

レ
の
設
置
を
希
望
す
る
。　

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の
ト
イ
レ

が
利
用
で
き
る
の
で
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　

散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
早
朝
か
ら
や
っ
て

い
る
が
、
メ
セ
ナ
は
朝
か

ら
開
い
て
は
い
な
い
。
常

設
の
屋
外
ト
イ
レ
が
あ
れ

ば
文
句
は
言
わ
な
い
。

教
職
員
不
足
の
解
消

問　

病
欠
や
産
休
等
の
補

充
教
員
不
足
。
育
休
退
園

問
題
や
３
歳
未
満
児
保
育

の
増
加
で
、
教
師
や
保
育

士
不
足
の
根
本
的
解
決
法

は
あ
る
の
か
。

教
育
長　

補
充
教
師
不
足

は
年
度
当
初
か
ら
あ
る
。

保
育
士
不
足
は
計
画
的
に

増
員
す
る
。

熊
対
策

問　

熊
に
よ
る
農
産
物
へ

の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

全
国
で
熊
被
害
が
多
発
し

て
い
る
が
、
九
州
で
は
熊

が
絶
滅
し
て
い
る
の
で
被

害
が
な
い
。

　
生
態
系
へ
の
影
響
も
あ

り
、
熊
の
頭
数
大
幅
削
減

も
研
究
し
て
は
い
か
が
か
。

産
業
振
興
部
長　

ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
は
絶
滅
危
惧
種
と

な
っ
て
お
り
、
熊
の
駆
除

は
県
の
許
可
が
必
要
で
あ

る
。
頭
数
の
大
幅
削
減
に

つ
い
て
は
、
現
場
の
意
見

と
し
て
県
に
繋
げ
て
い
く
。

竜ケ池の防水シートを自然な色に

劣化の状況で検討し貼り換える

荒井 敏 議員

竜ケ池の青いシートを自然な色に貼り換えを

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議

一
般
質
問



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
82024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日　第 177 号

感染症対策

有害鳥獣対策人材の活用

人
材
の
活
用
に
つ
い
て

問　

少
子
高
齢
化
が
進
み

人
手
不
足
の
問
題
や
定
年

年
齢
の
引
上
げ
に
よ
り
、

働
く
環
境
が
変
化
し
て
き

て
い
る
が
、
須
高
広
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

運
営
現
状
は
。

副
市
長　

会
員
の
減
少
や

高
齢
化
が
進
み
、
依
頼
を

お
断
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
今
後
は
積
極
的
な
情

報
発
信
に
よ
る
入
会
促
進

や
魅
力
あ
る
新
た
な
職
域

の
開
拓
を
進
め
て
い
く
。

問　

須
坂
創
成
高
校
は
即

戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る

総
合
技
術
高
校
だ
が
、
状

況
と
課
題
は
何
か
。

副
市
長　

卒
業
後
の
進
路

は
22
年
度
卒
業
生
で
は
、

進
学
が
１
７
５
人
で
就
職

が
80
人
で
あ
り
、
就
職
先

に
つ
い
て
は
須
高
管
内
へ

の
就
職
は
26
人
。

　

課
題
は
地
域
の
様
々
な

魅
力
を
生
徒
に
実
感
さ
せ

る
た
め
に
創
造
工
学
科
の

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の
よ

う
に
、
他
の
学
科
も
地
域

と
生
徒
の
学
び
を
結
び
つ

け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
担
う
人
が
い
る
と
助

か
る
と
の
こ
と
。

問　
外
国
人
雇
用
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

副
市
長　

外
国
人
労
働
者

が
企
業
に
と
っ
て
貴
重
な

労
働
力
に
な
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
家
族
を

含
め
地
域
社
会
の
担
い
手

と
な
る
と
と
も
に
、
近
年

の
須
坂
市
に
お
け
る
社
会

増
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

問　

公
務
員
の
定
年
延
長

で
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
。

副
市
長 

知
識
・
技
術
・

経
験
な
ど
次
世
代
へ
の
伝

承
。
そ
し
て
業
務
改
善
や

職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
や
サ
ポ

ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問　

熊
の
出
没
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

目
撃
情

報
件
数
は
42
件
で
昨
年
の

23
件
と
比
べ
増
加
し
て
い

る
が
、
人
的
被
害
の
報
告

は
な
い
。

問　

有
害
鳥
獣
の
被
害
や

駆
除
の
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

電
気
柵

は
計
画
の
94
％
の
53
㎞
設

置
で
き
た
。
設
置
開
始
の

04
年
の
農
作
物
被
害
総
額

は
１
９
２
９
万
円
だ
っ
た

が
、
22
年
に
は
１
４
１
万

円
と
激
減
し
て
い
る
。

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
「
令
和
５
年
秋
開
始
接

種
」
の
接
種
率
は
。

健
康
福
祉
部
長　

11
月
26

日
時
点
で
12
歳
以
上
の
全

体
で
20
・
２
％
。
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
は
44
・
９
％
。

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長　

感
染
症

情
報
を
幼
稚
園
や
保
育
園

・
小
中
学
校
へ
周
知
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
て
、
引
き
続
き
注

意
喚
起
を
し
て
い
く
。

ガザ地区紛争の平和解
決を求める意見書を採
択しました。一刻も早
い停戦を望みます！

岡田 宗之 議員

本
年
度
開
始
の
公
務
員
定
年
延
長
は

役
職
定
年
に
よ
り
課
長
補
佐
級
で
配
置

須高広域シルバー人材センターによる除草作業

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
9 第 177 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日

問　

職
務
内
容
の
明
確
化

が
必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

活
動
の

目
安
や
対
応
方
法
を
ま
と

め
た
Ｑ
＆
Ａ
を
全
員
に
配

付
し
、
ス
タ
ン
ス
を
明
確

に
し
て
い
る
。

問　

職
務
の
軽
減
や
サ
ポ

ー
ト
対
策
が
必
要
で
は
。

健
康
福
祉
部
長　

毎
月
の

地
区
会
長
会
で
、
円
滑
か

つ
効
果
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

今
後
も
国
や
県
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
、
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
く
。

未
来
を
創
造
す
る
学
習

問　

教
員
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
研
修
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

毎
年
、
教
育
課

程
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、

特
別
活
動
の
研
修
に
参
加

し
た
教
員
が
、
自
校
で
報

告
し
、
共
有
化
を
図
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
修
会

に
も
参
加
し
て
い
る
。

問　

教
員
の
差
異
に
よ
る

対
策
は
。

教
育
長　

年
度
当
初
に
全

体
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を

基
に
学
年
会
等
で
指
導
内

容
や
指
導
方
法
を
検
討
し
、

共
有
化
に
努
め
て
い
る
。

問　

特
別
支
援
学
校
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
は
。

教
育
長　

将
来
に
向
け
た

主
体
的
な
意
思
決
定
を
大

切
に
活
動
し
て
い
る
。
職

場
見
学
や
職
場
体
験
活
動

な
ど
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ

い
を
設
け
、
キ
ャ
リ
ア
・

パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
成
。
保

護
者
と
の
共
通
理
解
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

問　

教
室
で
学
べ
な
い
児

童
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

は
。教

育
長　

学
校
と
連

携
し
、
不
登
校
児
童

生
徒
が
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
学
ぶ
か
、
そ

の
子
に
適
し
た
学
び

が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
る
。

問　

職
業
教
育
を
行

う
上
で
、
企
業
と
の

連
携
は
。

教
育
長　

須
坂
商
工

会
議
所
、
須
坂
青
年

会
議
所
の
取
組
は
、

学
校
・
企
業
・
事
業

所
が
つ
な
が
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

問　

金
融
教
育
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
物

や
金
銭
の
大
切
さ
に
気
付

き
、
計
画
的
な
使
い
方
を

考
え
る
こ
と
。
中
学
校
で

は
市
場
経
済
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
、

併
せ
て
納
税
の
義

務
に
つ
い
て
も
理

解
す
る
。

問　

地
方
自
治
学

習
を
拡
大
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　

今
年
度
、

東
中
学
校
の
生
徒

が
議
場
を
見
学
し
、

直
接
議
員
の
説
明

を
聞
い
た
。
そ
の

場
に
行
っ
て
話
を

聞
く
体
験
は
、
理

解
を
深
め
る
に
は

大
切
で
あ
り
、
他

の
学
校
で
も
取
組

を
進
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
支

援
し
て
い
き
た
い
。

�

未来を創造する
学習

民生児童委員

子どもたちが希望を持
ち、自分らしい道を一
歩ずつ切り拓いていけ
る須坂にしたいなぁ

民生児童委員のなり手不足は

次期改選に向け協力と連携で検討

浅野 隆義 議員

フレンドリールームの明るく元気な生徒作品

「私たちと政治参加」の学習で、議場見学の中学生

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
102024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日　第 177 号

情報発信体制デジタル化による
DX 推進

臥竜公園、百々川
緑地等の活用

問　

市
内
最
大
の
観
光
地

な
の
に
ト
イ
レ
や
駐
車
場
、

ど
ん
な
遊
び
方
が
で
き
る

か
な
ど
の
詳
細
情
報
が
わ

か
る
H
P
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
が
な
く
、
市
民
に
と

っ
て
も
市
外
の
観
光
客
に

と
っ
て
も
欲
し
い
情
報
が

取
得
で
き
な
い
状
況
。
独

立
し
た
H
P
を
つ
く
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た

観
光
協
会
の
方
と
も
連
携

し
て
、
臥
竜
公
園
エ
リ
ア

の
利
用
者
目
線
の
情
報
発

信
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

須
坂
市
動
物
園
の
H
P
の

よ
う
な
独
立
し
た
H
P
が

あ
る
と
良
い
と
は
思
う
が
、

か
な
り
費
用
も
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
費

用
を
か
け
ず
に
情
報
を
追

加
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、

H
P
を
ど
の
よ
う
に
作
っ

て
い
く
か
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。
観
光
協
会
等

と
の
連
携
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
く
。

問　

看
板
や
H
P
な
ど
、

今
後
情
報
発
信
の
際
は
対

象
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
臥

竜
公
園
や
動
物
園
、
百
々

川
緑
地
、
望
岳
公
園
や
メ

セ
ナ
ホ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
や
ア
ー
ト
パ
ー
ク
な

ど
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ

う
に
一
緒
に
記
載
し
、
一

帯
の
エ
リ
ア
と
し
て
捉
え

て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

エ
リ
ア
一
帯
を
広

く
考
え
る
と
い
う
こ
と
は

設
計
者
の
本
多
静
六
先
生

の
考
え
方
に
も
あ
り
、
大

事
な
こ
と
と
し
て
し
っ
か

り
受
け
止
め
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
広
い
エ
リ
ア
に
も
な
る

が
、
Q
R
コ
ー
ド
等
を
使

っ
て
地
図
情
報
を
示
す
こ

と
や
、
ト
イ
レ
の
位
置
な

ど
は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
へ

載
せ
て
い
く
こ
と
こ
と
も

大
事
だ
と
思
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

問　

24
年
3
月
末
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
予
定
の
須
坂
市

の
新
し
い
H
P
は
ど
こ
の

自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
考
に
制
作
し
て
い
る

か
。

総
務
部
長　

県
内
で
は
小

諸
市
、
県
外
で
は
兵
庫
県

姫
路
市
、
広
島
県
竹
原
市
、

茨
城
県
神
栖
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
考
に
進
め
て

い
る
。

問　

須
坂
市
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
に
も
な
っ
て
い

る
農
業
分
野
に
つ
い
て
の

次
世
代
に
向
け
た
ス
マ
ー

ト
農
業
、
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
の
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

環
境
配

慮
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
導

入
事
業
を
創
設
し
、
実
績

と
し
て
ハ
ウ
ス
の
温
度
管

理
を
ス
マ
ホ
で
確
認
が
で

き
る
温
度
セ
ン
サ
ー
の
導

入
を
支
援
し
た
。
現
在
、

剪
定
枝
を
処
理
す
る
チ
ッ

パ
ー
、
ブ
ド
ウ
の
伸
び
た

枝
か
ら
で
る
ツ
ル
の
除
去

用
機
械
の
導
入
相
談
を
受

け
て
い
る
。

市内最大の観光地、臥
竜公園。百々川緑地も
自慢の場所なのに情報
発信がされていない！

臥
竜
公
園
百
々
川
緑
地
は
一
帯
で
P
R
を

エ
リ
ア
一
帯
を
広
く
考
え
る

早川 航紀 議員

須坂市のホームページ

臥竜公園のホームページ

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会
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会
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議



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
11 第 177 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日

教育行政問題

道徳教育の充実により
少しでもいじめ・不登
校が減り、健やかに育
つことを願っています

問　

現
在
、
運
賃
体
系
は

私
の
利
用
す
る
仙
仁
線
、

米
子
線
は
須
坂
駅
か
ら
南

原
町
ま
で
は
均
一
２
０
０

円
の
運
賃
だ
。
そ
れ
以
外

の
地
域
は
区
間
を
超
え
る

た
び
に
加
算
さ
れ
て
い
る

が
、
仙
仁
温
泉
か
ら
だ
と

片
道
５
０
０
円
、
往
復
千

円
か
か
り
、
高
齢
者
に
と

っ
て
は
大
き
な
負
担
に
な

る
と
思
う
が
、
運
賃
の
見

直
し
で
利
用
拡
大
を
図
っ

て
は
。

市
民
環
境
部
長　

運
賃
は

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た

め
に
重
要
な
収
入
で
あ
り
、

公
共
交
通
へ
の
市
負
担
額

の
増
加
傾
向
を
考
慮
す
る

と
値
下
げ
に
よ
り
利
用
拡

大
を
図
る
の
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

京
都
府
の
京
丹
後
市

で
は
、
路
線
バ
ス
の
利
用

減
に
よ
り
、
最
大
運
賃
が

７
０
０
円
か
か
る
路
線
バ

ス
に
対
し
、
運
賃
上
限
を

２
０
０
円
に
設
定
し
、
１

年
間
実
証
運
転
を
行
い
、

利
用
者
が
１
・
６
倍
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
全
て
の

路
線
を
上
限
２
０
０
円
で

運
行
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
も
考
え
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長 

負
担
が

大
き
く
考
え
て
い
な
い
。

問　

今
後
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
公

共
交
通
の
利
用
者
は
さ
ら

に
減
少
し
、
交
通
事
業
者

も
経
営
状
況
が
圧
迫
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

住
民
が
増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
道
路
や
上
下
水

道
の
よ
う
に
行
政
が
社
会

基
盤
施
設
と
し
て
計
画
的

に
整
備
を
進
め
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
は
。

市
民
環
境
部
長 

公
共
交

通
は
通
勤
や
通
学
、
買
物

客
や
高
齢
者
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
移
動
を
支
え

る
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
、
市
民
や
行
政
を
含
め
、

地
域
全
体
で
支
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

道
徳
教
育

問　

学
校
で
道
徳
教
育
を

ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
ま

た
、
必
要
性
、
目
標
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
学
校
現

場
で
教
育
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
が

個
人
と
し
て
成
長
し
、
社

会
的
な
参
加
者
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
た
め
に
必

要
な
価
値
観
や
ス
キ
ル
の

習
得
が
必
要
で
あ
り
、
道

徳
性
を
養
う
教
育
を
し
て

い
る
。

問　

道
徳
教
育
か
ら
い
じ

め
・
不
登
校
の
減
少
は
図

れ
な
い
か
。

教
育
長　

自
己
の
生
き
方

を
考
え
、
主
体
的
な
判
断

の
下
に
行
動
し
、
自
立
し

た
人
間
と
し
て
他
者
と
と

も
に
よ
り
良
く
生
き
る
た

め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性

を
養
う
こ
と
か
ら
、
い
じ

め
・
不
登
校
の
減
少
は
大

い
に
期
待
で
き
る
。

酒井 和裕 議員

路線バス運賃の見直しを

市負担金の増加で見直しは難しい

地域公共交通

運賃の値下げを図って利用者増につなげては

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
122024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日　第 177 号

中学生の部活動市のスポーツイベ
ント

問　

指
導
員
の
人
材
確
保

は
広
域
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
県

や
須
高
地
域
の
連
携
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

県
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
現
在
、
全
県

的
な
指
導
者
リ
ス
ト
を
作

る
予
定
で
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
リ
ス
ト
が
で

き
た
際
は
活
用
し
て
い
き

た
い
。
現
段
階
で
は
、
小

布
施
町
や
高
山
村
も
検
討

の
途
中
で
あ
り
、
具
体
的

な
話
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

問　

指
導
員
が
無
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
他
市
町
村
で
は
有

償
で
動
き
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
指
導
員
の

流
出
の
懸
念
も
あ
る
。
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

指
導
者
へ
の

適
切
な
謝
礼
に
つ
い
て
も

県
内
の
状
況
等
を
確
認
し

な
が
ら
、
協
議
し
決
定
し

て
い
く
予
定
。

問　

生
徒
が
指
導
者
を
選

べ
る
権
利
や
、
悩
み
を
打

ち
明
け
て
解
決
に
向
け
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る

環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
。

早
急
に
準
備
す
る
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

教
育
次
長　
部
活
動
の
悩

み
相
談
に
つ
い
て
は
、
教

育
相
談
等
で
担
任
等
が
悩

み
を
聞
く
機
会
を
設
け
て

い
る
。
も
し
相
談
し
づ
ら

い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
育
委

員
会
や
学
校
の
相
談
窓
口

に
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
。

５
年
ぶ
り
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会問　

設
定
し
て
い
た
目
標

（
参
加
人
数
、
協
賛
金
）

は
達
成
で
き
た
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

参
加
人

数
は
、
１
２
０
０
人
の
目

標
に
対
し
１
１
９
３
人
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
ほ
ぼ

目
標
は
達
成
で
き
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
協
賛
金

は
、
目
標
額
１
４
５
万
円

に
対
し
、
市
内
外
の
企
業

１
２
６
社
か
ら
２
１
１
万

円
の
協
力
金
を
い
た
だ
た

き
目
標
額
を
大
幅
に
上
回

る
こ
と
が
で
き
た
。

問　

準
備
に
体
育
セ
ン
タ

ー
を
使
っ
て
い
た
が
、
準

備
期
間
は
妥
当
だ
っ
た
か
。

社
会
共
創
部
長　

今
年
は

５
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
職

員
も
経
験
者
が
い
な
く
様

子
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た

め
、
４
週
間
の
準
備
期
間

を
設
け
た
。
来
年
度
以
降

は
今
年
度
の
状
況
か
ら
、

２
週
間
程
度
の
準
備
期
間

で
対
応
し
て
い
く
。

問　

今
後
、
国
体
の
準
備

を
し
て
い
く
中
で
、
業
務

量
の
増
大
に
よ
り
担
当
職

員
の
負
担
が
増
え
る
よ
う

に
思
う
が
、
対
策
は
。

社
会
共
創
部
長　

28
年
に

予
定
さ
れ
て
い
る
国
体
に

つ
い
て
は
、
長
野
県
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備
室
か

ら
も
事
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
、
24
年
度
は
市

準
備
室
の
設
置
、
25
年
度

は
市
実
行
委
員
会
の
設
置

な
ど
事
務
量
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
人
員
増

も
含
め
事
務
体
制
を
整
え

て
い
く
。

学校部活動の意味や意
義を改めて考えなけれ
ばならない

野崎 天馬 議員

部
活
地
域
移
行
の
人
材
確
保
の
現
状
は

広
域
で
の
連
携
は
こ
れ
か
ら須坂市部活動地域移行検討協議会

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
13 第 177 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日

石はねによる車両損
傷事故が頻発した件

子どもたちの「自然を
愛する心」を自然体で
学べる教育環境を

問　

こ
こ
数
年
、
草
刈
機

の
石
跳
ね
に
よ
る
車
両
損

傷
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

今
年
は
す
で
に
教
育
現
場

で
３
件
も
発
生
し
て
い
る
。

そ
の
原
因
は
何
か
。

副
市
長　

基
本
的
な
安
全

対
策
が
不
十
分
だ
っ
た
事

に
加
え
、
よ
り
丁
寧
に
刈

ろ
う
と
作
業
を
し
た
為
だ
。

問　

事
故
の
再
発
防
止
策

は
何
か
。

副
市
長　

「
作
業
前
に
小

石
な
ど
異
物
の
確
認
」
「
飛

散
防
止
ネ
ッ
ト
の
使
用
」

「
草
刈
機
の
保
管
場
所
に
注

意
喚
起
の
掲
示
」
な
ど
の

事
故
防
止
策
を
作
業
員
を

集
め
て
周
知
徹
底
し
た
。

問　

作
業
前
の
異
物
の
確

認
は
広
い
敷
地
の
草
刈
で

は
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ
て

現
実
的
で
は
な
い
が
。

副
市
長　

全
て
の
除
草
作

業
を
こ
れ
ら
の
方

法
で
と
言
う
こ
と

で
は
な
い
。

問　

除
草
作
業
は

飛
散
防
止
ネ
ッ
ト

を
一
人
が
持
ち
草

刈
作
業
者
と
の
２

人
体
制
で
行
う
方

法
が
最
善
で
は
な

い
か
。

副
市
長　

ベ
ス
ト

な
方
法
だ
と
は
思

う
が
、
で
き
な
い

場
面
も
多
々
あ
る
。

問　

本
年
は
教
育

現
場
で
の
事
故
が
多
い
が
、

沿
道
の
除
草
作
業
と
は
条

件
が
違
う
よ
う
に
思
う
。

事
前
に
車
の
無
い
時
間
帯

に
行
っ
た
り
車
両
の
移
動

等
で
事
故
防
止
は
可
能
で

は
。

副
市
長　

提
案
い
た
だ
い

た
防
止
策
に
加
え
て
ナ
イ

ロ
ン
コ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
の

限
定
使
用
や
除
草
剤
の
積

極
的
な
使
用
、
防
草
シ
ー

ト
の
活
用
と
い
っ
た
新
た

な
対
策
も
決
め
た
。

問　

学
校
敷
地
内
で
の
除

草
対
策
に
除
草
剤
の
使
用

や
防
草
シ
ー
ト
の
活
用
を

挙
げ
て
い
る
が
、
児
童
・

生
徒
が
自
然
に
親
し
め
る

よ
う
花
を
育
て
る
場
所
に

し
て
は
ど
う
か
。

副
市
長　

児
童
・
生
徒
の

人
数
が
減
少
し
、
従
来
の

花
壇
で
す
ら
管
理
が
で
き

な
い
。
ま
た
、
除
草
が
手

作
業
と
な
り
除
草
作
業
時

間
が
増
加
し
て
し
ま
う
。

除
草
剤
や
防
草
シ
ー
ト
の

併
用
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問　

自
分
の
母
校
の
空
き

地
が
除
草
剤
ま
み
れ
や
防

草
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い

た
ら
ど
う
感
じ
る
か
。

教
育
長　

自
然
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
は
同
感
だ
が
、

学
校
と
管
理
技
術
員
で
そ

の
点
を
十
分
に
話
し
合
っ

て
決
め
て
も
ら
い
た
い
。

歩
道
の
改
修

問　

マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
方

式
の
歩
道
は
歩
き
に
く
く
、

車
両
の
出
入
も
不
便
だ
し
、

車
道
上
に
段
差
プ
レ
ー
ト

が
設
置
さ
れ
て
い
て
危
険

だ
。
早
期
改
修
を
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

指
摘
さ
れ
た
道
路
は
都
市

計
画
道
路
で
あ
り
、
整
備

す
る
際
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト

方
式
と
す
る
。

歩道の改修

水越 正和 議員

草刈機による車両損傷事故防止策は

再発防止策を策定し周知徹底した

車両損傷の状況

マウントアップ方式の歩道

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
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一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
142024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日　第 177 号

新
年
度
予
算
編
成
方
針
は

総
合
計
画
に
沿
っ
て
通
常
予
算
で
編
成

問　

普
通
な
ら
市
長
選
挙

を
控
え
て
い
る
た
め
骨
格

予
算
と
し
、
改
め
て
予
算

編
成
を
す
る
の
が
一
般
的

な
予
算
編
成
方
法
と
認
識

し
て
い
た
が
。

市
長　

私
が
市
長
に
な
っ

た
２
０
０
４
年
度
当
初
予

算
で
も
通
常
予
算
と
し
て

編
成
し
て
お
り
、
そ
れ
以

降
市
長
選
挙
後
の
当
初
予

算
に
お
い
て
も
通
常
予
算

で
編
成
を
し
て
い
る
。

問　

市
単
独
事
業
の
基
本

方
針
は
。

市
長　

多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
予
算
を
配
分
す

る
た
め
、
優
先
順
位
に
基

づ
い
た
費
用
対
効
果
の
高

い
事
業
を
厳
選
す
る
な
ど

「
賢
い
支
出
」
を
一
層
徹

底
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

問　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

の
充
当
事
業
の
方
針
は
。

市
長　

脆
弱
な
財
政
基
盤

の
当
市
に
あ
っ
て
、
寄
附

金
は
貴
重
な
財
源
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
寄
附
を
い
た
だ
い

た
皆
様
の
意
向
に
沿
っ
た

事
業
に
厳
選
し
て
い
く
。

立
地
適
正
化
計
画

問　
計
画
の
目
的
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

「
暮
ら
し
や
ま
ち
の
活
力
、

魅
力
の
維
持
と
充
実
を
図

る
」
必
要
が
あ
る
た
め
、

防
災
の
観
点
を
踏
ま
え
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
と
地
域
公
共
交
通
と
の

連
携
が
重
要
で
「
コ
ン
パ

ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
考
え
に
基
づ

い
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
。

問　

計
画
策
定
に
あ
た
り

コ
ン
サ
ル
依
存
で
は
な
く

須
坂
市
が
主
体
性
を
も
っ

て
計
画
策
定
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

庁
内
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
方
針
や
誘
導
区
域
、

誘
導
施
策
な
ど
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
る
な
ど
市
が

主
体
と
な
っ
て
策
定
を
進

め
て
い
る
。

問　

計
画
実
現
に
向
け
た

財
政
計
画
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

計
画
の
策
定
に
よ
り
、
新

た
な
財
政
計
画
が
必
要
と

な
る
も
の
で
は
な
い
。

人
事
行
政

問　

職
員
の
定
年
延
長
に

伴
う
処
遇
の
基
本
方
針
は
。

副
市
長　

管
理
職
を
降
任

し
た
後
は
、
非
管
理
監
督

職
に
お
け
る
で
き
る
限
り

の
上
位
の
職
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
職
員
本
人

の
希
望
を
考
慮
し
た
上
で
、

基
本
的
に
、
課
長
補
佐
級

の
配
置
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

保
育
士
の
正
規
職
員

化
に
つ
い
て
、
現
状
は
ク

ラ
ス
担
当
の
保
育
士
の
半

数
近
く
が
非
正
規
と
い
う

異
常
な
状
況
が
長
く
続
い

て
い
る
が
。

副
市
長　

正
規
保
育
士
を

増
員
す
る
計
画
を
し
て
い

る
。
ク
ラ
ス
担
任
に
つ
い

て
は
、
現
状
で
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
の
配
置
も
し
て
い
る
。

立地適正化計画 人事行政

新年度予算編成の
基本方針

岩田 修二 議員

約束は必ず守りたい。人
間が約束を守らなくなる
と社会生活はできなくな
るからだ。菊池寛

望ましい街づくりとは
（市役所展望室から見た中心市街地）
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一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
15 第 177 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日

能登半島地震、2日たっ
ても避難所に食料が届
かない？須坂市の災害
時対策の見直しを

難
聴
者
支
援
の
拡
充
で
社

会
参
加
の
後
押
し
を

問　

軽
度
・
中
等
度
難
聴

者
ま
で
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　

18
歳
以

上
の
軽
度
・
中
等
度
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
は
な
い
。
制
度
化
を
国

に
要
望
し
て
い
く
。

問　

集
団
補
聴
シ
ス
テ
ム

を
市
役
所
や
公
共
施
設
等

に
導
入
す
る
検
討
を
。

健
康
福
祉
部
長　

携
帯
型

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、

会
議
室
で
使
用
で
き
る
タ

イ
プ
が
あ
り
、
希
望
者
へ

の
貸
出
も
可
能
な
の
で
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を

問　

「
保
険
あ
っ
て
介
護

な
し
、
国
家
的
詐
欺
」
と

ま
で
言
わ
れ
て
い
る
介
護

保
険
制
度
。
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
２
割
・
３
割
負
担
の

対
象
拡
大
、
老
健
施
設
等

の
相
部
屋
有
料
化
、
高
所

得
者
の
保
険
料
引
き
上
げ

は
、
国
の
方
針
と
し
て
示

さ
れ
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
時
点

で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

３
項
目
が
実
施
さ
れ

た
場
合
、
被
保
険
者
・
利

用
者
の
負
担
増
は
。

健
康
福
祉
部
長　

負
担
増

と
な
る
方
が
出
る
。

問　

第
１
期
と
第
８
期
の

基
準
段
階
の
介
護
保
険
料

（
月
額
）
の
対
比
は
。

健
康
福
祉
部
長　

第
１
期

が
２
２
６
７
円
、
第
８
期

が
４
８
５
０
円
。

問　

乗
率
の
見
直
し
と
段

階
ご
と
の
保
険
料
の
検
討

状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　

国
の
介

護
保
険
部
会
で
、
高
所
得

者
の
標
準
乗
率
を
上
げ
て

負
担
を
増
や
す
一
方
、
低

所
得
者
の
標
準
乗
率
を
引

き
下
げ
る
方
針
が
了
承
さ

れ
た
。
最
終
的
な
結
論
は

年
末
と
な
る
見
通
し
で
、

色
々
な
パ
タ
ー
ン
を
検
討

し
て
い
る
。

問　

第
８
期
以
上
の
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
。

健
康
福
祉
部
長　

基
金
を

有
効
に
活
用
し
、
適
正
な

保
険
料
設
定
に
す
る
。

問　

事
業
者
が
要
望
し
て

い
る
施
設
整
備
の
検
討
は
。

健
康
福
祉
部
長　

介
護
医

療
院︵
１
箇
所
）、
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム︵
２
ユ
ニ
ッ
ト
）、
特
定

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
３
施

設
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

の
再
設
置
は
。

健
康
福
祉
部
長　

信
州
医

療
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
「
視

野
に
入
れ
て
い
る
が
現
時

点
で
は
未
定
」
と
の
回
答
。

問　

訪
問
型
・
通
所
型
サ

ー
ビ
ス
Ａ
の
報
酬
と
サ
ー

ビ
ス
見
直
し
は
。

健
康
福
祉
部
長　

報
酬
の

引
き
下
げ
は
せ
ず
、
利
用

者
が
状
態
に
合
わ
せ
た
適

切
な
使
い
方
が
で
き
る
よ

う
に
、
算
定
方
法
を
月
単

位
か
ら
回
数
単
位
に
変
更

す
る
。

集団補聴システムの導入を

携帯型を検討する

聴覚障害・難聴者
支援の拡充

介護保険料引き下
げとサービス向上

竹内 勉 議員

難聴ストレスによる孤独・孤立、うつ病
予防のため補聴器療法を

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
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員
会

議
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審
議



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
162024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日　第 177 号

米子大瀑布の今後
の活用

重要伝統的建造物
群保存地区

須坂の魅力を生かし“稼
ぐまち”へ。その稼ぎ
を未来のために投資す
る“持続可能なまち”へ！

問　

今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業

を
終
え
見
え
た
課
題
は
。

産
業
振
興
部
長　

①
収
入

源
が
限
ら
れ
て
お
り
、
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
や
遊
歩

道
整
備
、
施
設
管
理
等
に

か
か
る
膨
大
な
費
用
に
到

底
及
ば
な
い
②
駐
車
場
の

容
量
が
50
台
し
か
な
く
、

日
に
よ
っ
て
入
場
待
ち
の

渋
滞
が
発
生
し
て
し
ま
っ

た
③
駐
車
場
付
近
は
山
に

囲
ま
れ
携
帯
電
話
の
電
波

が
入
り
づ
ら
く
、
緊
急
時

の
対
応
や
混
雑
状
況
の
情

報
伝
達
が
困
難
な
ど
。

問　

今
後
、
観
光
地
と
し

て
さ
ら
に
活
用
す
る
考
え

は
。

産
業
振
興
部
長　

須
坂
市

を
代
表
す
る
観
光
名
所
と

し
て
の
価
値
は
高
い
と
と

ら
え
て
い
る
。
今
後
の
さ

ら
な
る
活
用
の
た
め
に
、

駐
車
場
や
登
山
道
の
整
備
、

ロ
ケ
の
誘
致
、
来
訪
客
の

峰
の
原
高
原
や
市
街
地
へ

の
誘
導
な
ど
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
収

入
を
生
み
出
す
ど
こ
ろ
か

大
幅
な
赤
字
運
行
と
な
っ

て
い
る
。
運
行
計
画
を
今

一
度
見
直
し
て
い
た
だ
く

こ
と
や
財
源
と
し
て
の
入

山
料
の
導
入
、
第
二
駐
車

場
の
整
備
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

産
業
振
興
部
長　

施
設
の

維
持
や
安
全
管
理
の
た
め

に
も
収
入
源
の
確
保
は
重

要
と
考
え
て
い
る
。
今
回

見
え
た
課
題
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
た
い
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
つ
い
て

問　

須
坂
地
区
の
歴
史
的

な
町
並
み
が
、24
年
に
も

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
以
下
、重
伝
建
）

に
選
定
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
賑
わ
い
を
創
出
し
て

い
く
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

国
の
制

度
を
活
用
し
、
歴
史
的
な

景
観
を
残
し
つ
つ
も
住
み

や
す
い
環
境
を
整
備
し
た

り
、
官
民
連
携
で
の
創
業

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問　

整
備
の
原
資
は
税
金

と
な
る
の
で
、
重
伝
建
対

象
エ
リ
ア
外
に
住
む
市
民

に
も
そ
の
価
値
を
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

社
会
共
創
部
長　

町
並
み

だ
よ
り
、
広
報
須
坂
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
で
広
く
周
知

し
て
い
く
。
ま
た
市
内
の

各
学
校
に
対
し
て
も
社
会

見
学
や
遠
足
の
コ
ー
ス
に

入
れ
て
い
た
だ
け
な
い
か

お
願
い
し
て
い
く
。

問　

重
伝
建
対
象
エ
リ
ア

内
の
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
は
、
今
後
ど
う
い
う
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
か

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
重
視
す
る

必
要
が
あ
る
。
周
辺
で
う

ま
く
い
っ
て
い
る
事
例
を

見
る
と
、
売
り
手
と
買
い

手
の
間
で
様
々
な
調
整
を

行
う
団
体
と
の
連
携
も
重

要
と
考
え
る
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

重
伝
建
エ
リ
ア
も
そ
う
で

な
い
地
区
も
、
専
門
家
が

入
っ
た
民
間
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
と
連
携
し
、
今
後

空
き
家
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山崎 永一 議員

米
子
大
瀑
布
は
益
を
得
る
観
光
地
に

重
要
な
こ
と
な
の
で
検
討
し
て
い
く

会派「いいよね須坂」で米子大瀑布の現地視察
を行いました
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一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
17 第 177 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日

“ガザ停戦”市議会は、
全会一致で意見書を採
択。同日、国連では加
盟国の８割で停戦決議

「
新
し
い
学
び
の
形
」
は
、

ゆ
と
り
と
希
望
の
学
校
に

向
か
う
の
か

問　

不
登
校
要
因
に
つ
い

て
、
当
事
者
へ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
調
査
で
は
「
先
生
と
の

関
係
」
が
１
番
で
、
市
教

委
は
「
子
ど
も
の
無
気
力
、

不
安
」
が
５
割
以
上
と
説

明
、
食
い
違
い
は
。

教
育
長　

溝
を
埋
め
る
努

力
の
な
か
で
、
教
職
員
と

保
護
者
が
一
致
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

問　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

る
子
ど
も
た
ち
の
声
を

「
聴
く
」
学
校
の
環
境
は
。

教
育
長　

学
校
教
育
で
は

聴
く
こ
と
を
最
優
先
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

「
学
校
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
に
象
徴
さ
れ
る
一
律

・
一
斉
の
競
争
的
教
育
環

境
が
、
子
ど
も
た
ち
に
過

度
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て

い
な
い
か
。

教
育
長　

子
ど
も
中
心
に

見
直
し
を
考
え
る
。

問　

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
る
長
時
間
労
働
が
、「
教

員
不
足
」
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
現
実
は
。

教
育
長　

教
育
条
件
の
改

善
を
進
め
る
。「
30
人
以
下

学
級
」
実
現
を
県
や
国
に

要
望
し
て
い
る
。

問　

文
科
省
の
全
国
「
学

校
規
模
の
適
正
化
に
関
す

る
実
態
調
査
」
で
は
、
３

年
間
で
１
千
校
余
が
４
５

０
校
余
に
統
合
さ
れ
、
教

職
員
が
２
割
〜
４
割
も
減

ら
さ
れ
て
い
る
が
。

教
育
長　

統
合
後
も
必
要

な
人
員
を
確
保
し
て
い
く
。

問　

豊
丘
小
学
校
の
プ
ー

ル
の
存
廃
は
ど
う
な
る
。

教
育
長　

費
用
対
効
果
の

み
で
な
く
、
教
育
的
視
点

に
も
配
慮
し
て
対
処
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

軽
減
で
、
命
と
暮
ら
し
を

守
る
市
政
を

問　

国
保
の
県
内
「
統
一
」

に
向
け
た
動
き
は
。

健
康
福
祉
部
長　

市
町
村

間
の
医
療
費
や
所
得
、
保

険
料
の
格
差
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
進
ん
で
い
な
い
。

問　

次
期
「
県
運
営
方
針
」

の
検
討
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長　

27
年
度

ま
で
「
納
付
金
」
の
算
定

は
現
状
の
ま
ま
と
す
る
と

し
て
い
る
。

問　

国
保
基
金
残
高
５
億

円
の
活
用
で
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。

健
康
福
祉
部
長　

現
状
で

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

騰
で
貧
困
世
帯
が
増
え
て

い
る
。
国
保
税
の
負
担
軽

減
は
待
っ
た
な
し
だ
。

健
康
福
祉
部
長　

来
年
度

の
「
納
付
金
」
な
ど
総
合

的
に
判
断
し
、
保
険
税
率

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

障
が
い
者
の
医
療
費

支
払
い
、
病
院
窓
口
で
の

現
物
給
付
方
式
の
導
入
を
。

健
康
福
祉
部
長　

課
題
の

慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
。

不登校要因は学校と家庭でギャップ

溝を埋める努力で対応

国民健康保険税の
負担軽減

ゆとりと希望の学
校を

久保田 克彦 議員

 令和５年 11月号、第 176号の「大見出し」に
誤りがありましたので訂正いたします。
　問　「30人以下学級」と教職員配置を 
　答　市民の願いを総合教育会議で議論

「審議会」は答申書を市教委に手渡す
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一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
182024 年 ( 令和 6 年 ) 2 月 1 日　第 177 号

今回は良い答えだね。
本当はこのようなアカ
デミックな話が好きで
す。東博が呼んでいる

今
注
目
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
公
開
を

市
民
に
公
開
を
考
え
た
い

問　

博
物
館
か
ら
取
り
外

し
て
か
ら
、
何
回
市
民
に

公
開
し
た
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

過
去
２

回
公
開
し
た
。
保
存
目
的

と
は
合
致
せ
ず
、
大
変
苦

慮
し
た
経
過
が
あ
る
。

問　

市
民
が
望
む
の
に
な

ぜ
見
ら
れ
な
い
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

移
動
展

示
の
際
、
転
倒
で
の
破
損

や
ガ
ラ
ス
の
劣
化
の
心
配

が
あ
る
。

問　

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の

保
管
用
枠
は
、
私
が
修
復

時
に
展
示
使
用
で
き
る
よ

う
に
作
っ
た
。
ガ
ラ
ス
は

１
０
０
年
で
展
示
で
き
ぬ

ほ
ど
劣
化
し
な
い
。
そ
ん

な
考
え
で
出
し
渋
る
の
は

お
か
し
い
。
プ
ロ
で
あ
る

私
が
作
品
の
状
態
点
検
等

協
力
す
る
の
で
、
関
心
の

あ
る
う
ち
に
公
開
す
べ
き
。

市
長　

考
え
て
み
た
い
。

問　

須
坂
高
校
の
１
０
０

周
年
記
念
に
設
置
さ
れ
た

龍
の
オ
ブ
ジ
ェ
制
作
者
の

大
学
卒
業
制
作
作
品
が
市

内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

市
内
に
設
置
す
る
考
え
は
。

副
市
長　

私
も
須
坂
高
校

の
オ
ブ
ジ
ェ
を
見
た
が
、

力
強
く
迫
力
が
あ
る
と
感

じ
た
。
提
案
の
作
品
を
設

置
す
る
か
し
な
い
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
度
実
物
を

見
て
、
本
人
の
意
向
も
聞

い
て
検
討
し
た
い
。

問　

市
長
も
教
育
長
も
高

校
の
除
幕
式
に
出
席
し
た

と
聞
く
が
感
想
は
。
ま
た

そ
の
時
の
様
子
は
。

教
育
長　

力
強
く
、
外
へ

羽
ば
た
い
て
い
く
よ
う
な

作
品
で
あ
っ
た
。
周
り
の

方
々
も
大
変
驚
い
て
い
た
。

市
長　

独
創
性
が
あ
る
と

感
じ
た
。
制
作
に
当
た
り
、

友
人
ら
多
く
の
若
者
の
手

伝
い
が
あ
っ
た
の
も
す
ば

ら
し
い
。

美
術
品
の
活
用
・
修
復
状

況問　

旧
富
士
通
倉
庫
内
の

美
術
品
は
ど
の
よ
う
に
保

管
さ
れ
て
い
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

エ
ア
コ

ン
と
除
湿
器
で
空
調
管
理

を
し
、
博
物
館
の
収
蔵
品

約
１
万
点
、
古
文
書
約
１

万
４
千
点
、
福
井
敬
一
の

油
絵
５
６
０
点
等
が
あ
る
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
管

理
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

社
会
共
創
部
長　

検
討
の

結
果
、
温
度
25
℃
、
湿
度

60
％
と
し
て
い
る
。

問　

福
井
敬
一
の
作
品
等

は
、
カ
ビ
や
傷
み
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
室
内
に

温
度
計
や
フ
ァ
ン
等
を
設

置
し
て
い
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

そ
の
よ

う
な
機
器
の
設
置
は
し
て

い
な
い
。
極
端
な
蒸
し
暑

さ
や
結
露
が
起
こ
ら
な
い

緩
や
か
な
温
湿
度
管
理
を

し
て
い
る
。

問　

そ
の
よ
う
な
管
理
下

で
は
第
一
級
の
美
術
品
を

持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
う
。
美
術
品
を
含
む
倉

庫
内
の
整
理
を
考
え
て
み

て
は
い
か
が
か
。

社
会
共
創
部
長　

状
況
に

応
じ
て
考
え
る
必
要
は
あ

る
と
思
う
。

石合 敬 議員

市の美術・芸術振
興施策

市所有の美術品の
活用・修復状況

みんな見たいですよねぇ～？

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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■■■■■■ 12月定例会の議決結果 ■■■■■■

全会一致による可決案件
番 号 件 名

議案第 67号
市道村山八町線道路改良工事請負契約の締結
金額　2億 1,597万 8,400円
相手方　(有 ) 田中興業

議案第 68号

特定公共賃貸住宅及びその他の市営住宅の指
定管理者の指定
（１）特定公共賃貸住宅　旭ヶ丘団地、末広団地
（２）その他の市営住宅　�屋部団地、旭ヶ丘団地、西原団地、

墨坂団地
長野県住宅供給公社
期間　令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで

議案第 69号

美術館等文化施設の指定管理者の指定
須坂版画美術館、須坂クラシック美術館、世界の民俗人形
博物館、歴史的建物園、イベント広場
（一財）須坂市文化振興事業団
期間　令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで

議案第 70号
文化会館の指定管理者の指定
（一財）須坂市文化振興事業団
期間　令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで

議案第 71号
峰の原高原クロスカントリーコースの指定管
理者の指定
須坂市峰の原高原クロスカントリー場維持管理組合
期間　令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで

議案第 72号
蔵のまち観光交流センターの指定管理者の指
定
（一社）信州須坂観光協会
期間　令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで

議案第 73号 市道の変更
市道２路線の区域等を変更

議案第 74号
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正
特定個人番号利用事務及び個人情報に係る規定を加える等

議案第 75号
特別職の職員等の給与に関する条例の一部改
正
消防団員等の報酬に女性部長及び女性副部長を加える

議案第 76号 公民館条例及び臥竜山公会堂条例の一部改正
市民ギャラリー臥竜公園の利用対象者を拡大する等

番 号 件 名

議案第 77号 ふれあい健康センター条例の一部改正
マレットゴルフ場、温泉スタンドの廃止等

議案第 78号
一般会計補正予算第５号
14億 6,348万 2千円
（信州ふるさと応援寄附金の返礼品等経費増、支援費サービ
ス事業増、私立保育所運営費負担金増等）

議案第 79号 国民健康保険特別会計補正予算第２号
3,021万 5千円（前年度の保険給付費等交付金償還金等）

議案第 80号
介護保険特別会計補正予算第２号
459万 1千円
（会計年度任用職員の経費精査、給付費増額）

議案第 81号
後期高齢者医療特別会計補正予算第２号
△ 4万円
（会計年度任用職員の経費精査）

議案第 82号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改
正
市職員等の給与の見直しに伴う改正

議案第 83号
国民健康保険税条例の一部改正
国保被保険者が出産する場合、産前産後期間に係る所得割
額及び被保険者均等割額の減額規定の改正

議案第 84号
一般会計補正予算第６号
4,948万円
（令和5年の人勧等に基づく給与改定に伴う一般職員給与等）

議案第 85号
国民健康保険特別会計補正予算第３号
1万 8千円
（給与勧告に伴う会計年度任用職員報酬等）

議案第 86号
介護保険特別会計補正予算第３号
16万 1千円
（給与勧告に伴う会計年度任用職員報酬等）

議案第 87号
後期高齢者医療特別会計補正予算第３号
9千円
（給与勧告に伴う会計年度任用職員報酬等）

議案第 88号

一般会計補正予算第７号
8億 7,979万 6千円
（物価高騰対応重点支援給付金（住民税非課税世帯１世帯あ
たり７万円）、交通事業者等事業継続支援金・貨物自動車運
送事業者等支援金等）

意見書第5号 パレスチナ自治区ガザ地区における紛争の平和的解決に全力を尽くすことを求める意見書

（件名は一部省略しています）

賛否が分かれた案件

会 派
議員名

議案等名

議決
結果

市民共創会 いいよね須坂 共産 清風会 輝奏会 貴和会 シ

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

岩
田
修
二

浅
野
隆
義

山
崎
永
一

西
脇 

隆

早
川
航
紀

野
崎
天
馬

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

堀
内
章
一

牧 
重
信

荒
井
一
彦

霜
田 

剛

中
島
義
浩

岡
田
宗
之

浅
井
洋
子

水
越
正
和

酒
井
和
裕

石
合 

敬

決議第１号 市長不信任決議
																			※Ｐ2討論 否決 投票表決（無記名投票）により採決を行ったため、賛否は不明

【賛成３、反対10、無効１、退席６】

☆会派名の略称：共産→日本共産党　　シ→シュプリンゲン

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議

審
査
結
果

一
般
質
問
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11
月
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
・

条
例
・
決
算
認
定
等
が
議
決
さ
れ
た
。

報
告
事
項

・�

会
計
検
査
院
に
よ
る
会
計
実
地
検
査

に
よ
り
①
門
扉
②
外
周
フ
ェ
ン
ス
③

立
札
に
つ
い
て
交
付
金
の
対
象
外
と

な
り
、
概
算
で
９
８
８
万
７
千
円
の

返
還
及
び
概
算
で
２
千
万
円
の
起
債

の
繰
上
償
還
と
な
る
。

・�

次
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
候
補

地
の
選
定
は
、
長
野
市
中
条
及
び
飯

綱
地
蔵
久
保
の
２
カ
所
の
候
補
地
を

選
定
。

一
般
質
問
(宮
本
議
員
)

・�

広
域
連
合
に
お
け
る
新
し
い
課
題
に

対
す
る
取
組

・�

エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
に
お
け
る
大
雨
等

の
災
害
対
応

・�

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
虐
待
等
対
策

と
介
護
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

　　

10
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
案
1
件
、
決
算
議
案
１
件
、
補
正

予
算
案
１
件
、
人
事
案
１
件
の
計
４
件

で
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

た
。

　

２
０
２
２
年
度
決
算
認
定
で
は
、
歳

入
２
億
２
５
９
５
万
９
０
８
２
円
、
歳

出
２
億
１
６
９
１
万
４
０
３
６
円
。
電

気
料
値
上
げ
や
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
の
ト
イ

レ
洋
式
化
工
事
な
ど
に
よ
り
歳
出
が
２

０
２
１
年
度
比
４
７
３
万
７
９
４
７
円

の
増
額
と
な
っ
た
。

　

議
会
選
出
監
査
委
員
は
、
長
野
市
議

会
議
員
の
加
藤
英
夫
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

10
月
議
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議

案
に
つ
い
て
全
て
原
案
ど
お
り
議
決

さ
れ
た
。

①�

同
意
第
１
号　

新
た
に
識
見
を
有

す
る
監
査
委
員
と
し
て
澁
谷
善
太

郎
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

②�
同
意
第
２
号　

議
員
の
う
ち
か
ら

選
任
す
る
監
査
委
員
と
し
て
、
堀

内
章
一
議
員
（
須
坂
市
議
会
）
が

選
任
さ
れ
た
。

③�

認
定
第
１
号　

令
和
４
年
度
会

計
決
算
に
つ
い
て
、
歳
入
総
額

１
８
２
万
７
４
８
４
円
、
歳
出
総

額
１
６
０
万
４
１
２
１
円
、
実
質

収
支
額
22
万
３
３
６
３
円
と
な
り

認
定
さ
れ
た
。

公
有
財
産
の
現
在
高
は
令
和
３
年

度
末
か
ら
増
減
は
な
し
。

管
理
経
営
基
金
に
つ
い
て
は
令
和

４
年
度
30
万
円
増
加
し
、
決
算
年
度

末
現
在
高
で
２
５
３
７
万
６
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

11
月
22
日

長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会

10
月
24
日

須
高
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

10
月
16
日

高
山
村
外
一
市
一
町
財
産
組
合
議
会

ラウンドアバウト
交差点

千曲川堤防との取り付け箇所

ものづくり産業１次用地 8.56ha 

イオンモール㈱様
「(仮称)イオンモール須坂」

㈱泉翔様
長野陸送㈱様

㈱ユー・ボディアンドペインティング様
㈱エム.ケイライン様

●㈱オカムラ様
　2023年秋　建築着工
　2025年１月　操業開始予定

●㈱内田鐵工所様
　建築工事中
　2024年秋　操業開始予定

●㈱鈴木様　
　2022年12月　操業開始

●オリオン機械㈱様
　建築工事中
　2024年春　操業開始予定
 

2024年
春
に
開
通
予
定

2023年中に開通予定2024年秋 完成予定

物流関連産業用地
          10.44ha

ルートイン
ホテル様

㈱鈴木様 オリオン機械㈱様

ものづくり産業２次用地  6.61ha

㈱オカムラ様

㈱内田
鐵工所様

㈱アークランズ様

観光集客施設用地
          22.47ha

2023年に開通

20
23
年
に
開
通

至 長野市
至 長野市

主要地方道　長野須坂インター線

主要地方道　長野須坂インター線

新
設
ア
ク
セ
ス
道

新
設
ア
ク
セ
ス
道

至 須
坂市
街地

至 須
坂市
街地

●イオンモール㈱様
　2025年秋開店に向け
　建築工事準備中

●ルートインホテル様
　2023年秋　建築工事着手
　2024年12月　建築完了予定

●㈱アークランズ様
　建築着工に向け準備中

上
信
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道

須坂長野東IC

完成区間
２０２４年春までの完成区間
２０２４年度中の完成予定区間

道 路 整 備 凡 例

イ ン タ ー 須 坂 産 業 団 地 開 発 計 画 図
(開発面積合計　約48.08ha)

国
道
40
3号

国
道
40
3号 国道

403号
国道
403号

●㈱泉翔様
　建築工事中
　2024年１月　一部操業開始予定

●長野陸送㈱様
　2024年夏に事務棟完成予定

●㈱ユー・ボディアンドペインティング様
　2024年中に建築着工予定
　2025年内に竣工予定

●㈱エム.ケイライン様
　2023年秋　建築工事着手
　2024年秋　操業開始予定

観光集客

物流関連産業

ものづくり産業

20
24
年
秋
 完
成
予
定

2024年秋 完成予定

  インター周辺等開発特別委員会 12 月８日

　
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
副
市
長
か
ら
次
の
計
画
図
に
基
づ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

開発計画図
（1 月現在）
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10
月
12
日　
千
葉
県
白
井
市

「
女
性
の
議
会
参
画
に
つ
い
て
」

白
井
市
議
会
は
、
春
の
選
挙
で
、
18

人
の
定
員
に
対
し
、
10
人
の
女
性
が
当

選
。
割
合
は
55
・
6
％
で
、
全
国
の
議

会
で
ト
ッ
プ
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
性
質

上
、
市
民
活
動
が
活
発
で
、
元
々
問
題

意
識
を
持
っ
た
女
性
が
多
い
と
い
う
。

議
員
と
理
事
者
が
対
面
式
の
議
場
で
、

理
事
者
へ
の
反
問
権
付
与
、
赤
ち
ゃ
ん

も
傍
聴
可
能
、
議
長
選
立
候
補
制
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ご
意
見

箱
設
置
な
ど
議
会
へ
の
感
心
を
さ
ら
に

高
め
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

10
月
13
日　
埼
玉
県
三
芳
町

「
議
会
へ
の
住
民
参
画
に
つ
い
て
」

三
芳
町
議
会
は
、
15
人
中
８
人
が
女

性
で
、
町
村
議
会
女
性
議
員
比
率
が
全

国
1
位
。
女
性
議
員
が
増
え
た
こ
と
で
、

今
ま
で
は
な
か
っ
た
女
性
の
視
点
、
切

り
口
で
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

議
員
の
成
り
手
不
足
の
問
題
か
ら
、

政
策
検
討
会
議
、サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
、ふ

れ
あ
い
座
談
会（
＝
議
会
報
告
会
）、住

民
と
の
井
戸
端
会
議（
＝
住
民
と
議
員

の
対
話
集
会
）な
ど
を
積
極
的
に
開
催

し
、議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し

て
議
員
に
な
っ
た
方
も
い
る
と
の
こ
と
。

行政視察報告行政視察報告

議
会
運
営
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

10
月
26
日　
新
潟
県
聖
籠
町

「
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
」

聖
籠
町
議
会
は
、
令
和
４
年
度
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

奨
励
賞
（
言
語
・
文
章
部
門
）
を
受
賞

す
る
な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

紙
面
の
ス
タ
イ
ル
は
表
紙
を
含
め
て

こ
だ
わ
ら
ず
、
個
性
あ
る
議
会
だ
よ
り

と
な
っ
て
い
る
。
文
章
、
見
出
し
は
短

く
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
工
夫
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
定
例
会
閉
会

後
概
ね
30
日
で
迅
速
に
発
行
し
て
い
る
。

10
月
27
日　
新
潟
県
新
発
田
市

「
市
議
会
の
広
報
広
聴
の
取
組

に
つ
い
て
」

新
発
田
市
議
会
で
は
、
平
成
31
年
4

月
か
ら
３
年
間
か
け
て
紙
面
の
大
幅
な

見
直
し
を
行
っ
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
「
新
発
田
市
の

若
い
チ
カ
ラ
」
と
題
し
て
市
内
の
大
学

や
高
校
等
の
特
集
記
事
を
掲
載
し
、
そ

れ
に
関
連
し
た
表
紙
写
真
に
変
更
し
た
。

ま
た
W
e
b
で
の
議
会
報
告
会
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会

を
目
指
し
、
広
報
広
聴
委
員
が
意
欲
的

に
広
報
広
聴
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
た
。

奨励賞を受賞した第138号の表紙



地方自治と私たち
～こんな須坂市をみんなでつくるしない？～

教えて ! 議会のこと

市民、企業、行政
みんなにメリットがあって、
須坂市が元気になるように
考えられているね。
具体的な提案も多くて、
実現するといいな。

東中学校 3年生の皆さん（2クラス 55 人）が社会科公民の授業の一環で議場見学に訪れました。
授業の中で、これからも住み続けたいと思える須坂市を目指して、政策（取組み）や提案を考
えてくれましたので紹介します。（全文は、下のQRコードからご覧いただけます。）

サイクリングも推せるまちにしたい
●須坂にしかない自然や街並みを堪能できるサ
イクリングコース　●ロードレースを開催して
参加者に須坂の名産品を

温泉施設とタッグを組んだまちおこし
●若い人がテレワークや勉強ができる場所、カ
フェづくり　●外国人に浴衣の貸し出し、言葉
やお土産　●サウナの充実　●健康イベント、
アニメコラボ　●SNSでのPRや看板改装

蔵のまちが有名になり観光客が増える
●インスタやCMで宣伝　●須坂にしかない
蔵～めん、蔵の宿泊施設、蔵のカフェで住民や
観光客が増える

生活しやすいまちづくり
●ひんのべ、果物など特産品を使ったフェスで
全国から観光客を増やして人口増　●街灯を増
やし、バスの本数を１時間に２本程度にして生
活しやすいまちに

森の自然を生かした観光スポット
●露天ぶろやアスレチック施設、ワカサギ釣り
のイベント　●宿泊施設で須坂特産品を使った
食事の提供、果物が入った牛乳パンの販売など
サービスを広げる

安全に移動、暮らしができるまち
●電線を埋設し太陽光発電 LED街灯を設置して
安全に　●デザインも統一し、ＬＥＤで環境にや
さしい街灯を

湯っ蔵んどをメインに人でにぎわうまち
●外国語表記　●蔵っぽい外観でアピール　
●食べ物をふるさと納税返礼品に　●フォトス
ポットづくり　●看板を奇麗に

誰もが移動に困らない市にしたい
●バスの本数を増やす　自転車持ち込みや楽し
いキャラクターバス、イベントコラボで引換券、
日常生活で利用しやすく

押し出せ！蔵の街並みプロジェクト
●蔵を利用した高齢者の交流場所　●蔵の外装
のお店　●蔵の町のマスコットキャラクター　
蔵の魅力を市民にも市外の人にも知ってもらい、
観光客、企業、人口増

オフィスまでもが観光地のようなまちづくり
●温泉の隣で自然がたくさんあり、四季を感じ
られる場所や、使われていない蔵をリフォーム
してオフィスに　●果物狩りを通じて商品開発、
環境破壊の防止も

古さが光るまちづくり
●レトロ商店街　農産物や駄菓子屋、映えスポッ
ト、市民憩いの場　●インター開発で新しいま
ちづくりと、古いまちをいかした2つの顔で市
をアピール

蔵と豊かな自然や景色、果樹栽培を活かして
観光客を呼び込む

●蔵－バックスのような印象的でおしゃれな建
物やお店　●情報発信や看板設置　●空き地や
畑も観光農園に

ｂota を活用し教育でつながるまち
若い農業者が増え農業が盛んなまち
●café bota に子どもメニュー（アレルギー対
応、野菜嫌い克服）　●お迎えサービス　●小中
学校で農業体験

番外編
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研修会の様子

ｂｏｔａを視察

三
浦
市
議
会
と
の
研
修
交
流
会

議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
10
日

　
　
野
沢
温
泉
村
ツ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場

事
業
者
の
ノ
ザ
ワ
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
地
球
に
優
し
い
循
環
型
の
フ
ィ
ー
ル
ド

創
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。
間
伐
材

を
活
用
し
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
環
境
へ
の

配
慮
と
後
世
に
跡
を
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う

釘
な
ど
を
使
わ
ず
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
一

日
一
組
限
定
で
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
、
利
用

さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
は
、
自
然
に
囲
ま
れ

た
中
で
、
家
族
や
仲
間
と
時
間
を
忘
れ
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

須
坂
市
も
保
育
園
整
備
に
地
元
産
材
を
使

用
す
る
等
取

り
組
ん
で
い

る
が
、
市
民

や
各
種
団
体

と
一
緒
に
よ

り
一
層
、
利

活
用
に
取
り

組
み
、
山
村

振
興
、
地
球

温
暖
化
防
止

を
進
め
て
よ

け
れ
ば
と
感

じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
10
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
役
所

北
信
３
市
の
議
員
約
50
名
が
参
加
し
、
千

曲
川
河
川
事
務
所
副
所
長　

寺
田
勝
一
氏
を

講
師
に
「
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
上
下
流
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

河
川
整
備
～
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い

た
。令

和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
信
濃
川
水
系
に
お
い
て
、

国
･
県
･
市
町
村
が
連
携
し
、
「
信
濃
川
水

系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め

て
お
り
、
①
河
川
に
お
け
る
対
策
、
②
流
域

に
お
け
る
対

策
、
③
ソ
フ

ト
施
策
の
三

本
柱
を
も
と

に
、
千
曲
川

本
川
に
お
け

る
越
水
防
止

を
目
指
す
と

の
説
明
が
あ

っ
た
。

姉
妹
都
市
、神
奈
川
県
三
浦
市
議
会
と
の
研
修
交
流
会
を
当
市
で
開

催
し
た
。

こ
れ
は
、姉
妹
都
市
で
あ
る
両
市
を
理
解
し
、交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
お
よ
そ
２
年
ご
と
に
実
施
し
て
お
り
、今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
は

さ
ん
で
6
年
振
り
に
三
浦
市
か
ら
15
名
の
議
員
等
が
来
訪
し
た
。

交
流
初
日
は
両
市
の
課
題
と
議
会
の
取
組
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
い
、２
日
目
は
、新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
(ｂ

ｏ
ｔ
ａ
)、千
曲
川
堤
防
、須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
各
所
を
視

察
い
た
だ
い
た
。

今
年
は
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
と
な
り
、今
後
も
親
交
を
深
め
て
い

き
た
い
。

三
浦
市
姉
妹
都
市
交
流

11
月
14
日
・
15
日

森
林
・
林
業
・
林
産

業
活
性
化
促
進
議
員

連
盟
研
修
会

北
信
３
市
議
会

議
員
研
修
会
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20歳になっての思いは？

藤沢勝理さん（本郷町） 　岩松ひなたさん（南小河原町）

参加者の声20歳のつどい20歳のつどい
大
人
と
し
て
の
自
覚
が
で
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
看
護
学
校
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
自
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

若
い
世
代
が
須
坂
市
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

編

集

後

記

編

集

後

記

　

こ
の
た
び
1
月
1
日

に
発
生
し
た
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
の
皆
様
へ
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
中
で
分

断
と
対
立
が
一
層
進
み
、

ロ
シ
ア
や
イ
ス
ラ
エ
ル

の
戦
争
も
停
戦
の
見
込

み
が
な
い
状
態
で
す
。

戦
争
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
穀
物
の
流
通
に
支

障
を
き
た
し
、
そ
の
影

響
が
日
本
経
済
を
直
撃

し
、
光
熱
水
費
や
原
材

料
費
が
高
騰
し
続
け
、

日
本
国
民
の
家
計
を
苦

し
く
し
ま
し
た
。　
　

　

世
界
情
勢
や
日
本
経

済
の
好
転
は
見
込
め
な

い
中
で
、
議
会
で
も
経

済
や
防
災
、
イ
ン
タ
ー

周
辺
の
工
事
進
捗
関
係

の
議
題
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は

須
坂
市
議
会
で
す
」
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
た

い
で
す
。　
　
　

  　
　

   

　
　
　
　
　
　

   （
荒
井
）
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配
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再
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豆
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イ
ン
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を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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字
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議
会
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用
�026-248-9014）

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365
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■■■ 令和 5 年 12 月定例会本会議をインターネットで録画配信中 ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎

スマホなどで市議会報スマホなどで市議会報
「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます

マチイロのダウンロードページはこちらから

App StoreまたはGoogle Playからアプリをダウンロード

一般質問の通告要旨は2月22日以降、地域公民館等に配置します。
なお、上記日程は都合により変更する場合があります。
※託児・手話サービスがあります。（事前に議会事務局まで連絡願います）

　  　　　　　〔お知らせ〕
市ホームページのリニューアルに伴い、2024
年3月下旬以降、本誌に掲載されているアドレ
スおよび二次元コードは使用できなくなりま
す。ご理解をお願いします。

・
須坂市議会公式SNS

議会の予定や結果などを 
お知らせしています。

X（旧Twitter）Facebook

月日・曜日 開議時刻 摘 要

 2 月 20 日（火） 10:00 開会

 2 月 27 日 ( 火 ) ～
     ３月 1日 ( 金 ) 9:30 代表質問・一般質問

 3 月 4 日 ( 月 ) ～
      3 月 11日 ( 月 )

（土・日は休会）
9:00 分科会・常任委員会審査

 13 日 ( 水 ) 14:00 予算決算特別委員会

 15 日 ( 金 ) 14:00 閉会

令和6年 会期日程（予定）3月定例会
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